カルテID　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　年齢　　　　　　　　　

1 近視進行抑制治療の動画は理解できましたか？1～5で1つ〇をつけてください。
　　　　　　　　　　　　　　　5　　　4　　　3　　　2　　　1

理解できた　　　　　　　わかりにくい

2 動画の内容について分かりにくい点または治療において心配な点はありますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

③　ご両親は近視ですか？〇をつけてください。　　　　　父親　　　母親　　　両親とも近視なし

④　1日の屋外活動の時間はどれぐらいですか？○をつけてください。

30分未満　　30分～1時間　　1～2時間　　2時間以上

⑤　学校以外で1日のデジタルデバイス(スマホやタブレット)の使用時間はどれぐらいですか？)

平日　　　　　　　　　時間　　　　　休日　　　　　　　　　時間

⑥　今おこなっているスポーツ・習い事は何ですか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦　治療についてどの項目を優先しますか？［　　］に優先度の高いものから3つ選択して１～３の数字を入れてください。
[ 　　] 効果の高さ（将来の強度近視リスクを少しでも下げたい）
[ 　　] 安全性（副作用や合併症が少ない方法が良い）
[ 　　] 手軽さ（毎日のケアや管理が楽な方法が良い）
[　　 ] 見え方の質（日中、裸眼でスポーツなどができること）
　[     ] お子様の気持ち(本人が嫌がらないこと)
  [     ] 眼軸長が26mmを超える予想で将来のリスクは理解できたが3～6ヶ月は経過観察したい。

⑧治療に対する「期待値・ゴール」
Q. お子様の近視の進行について、現在どのように考えていますか？（最も近いものに1つ〇をつけてください。）
[     ] とにかく進行を最小限に抑えたい（将来の病気のリスクを徹底的に減らしたい）
[     ] 完璧でなくても、ある程度進行が遅くなるなら対策をしてあげたい
[     ] 今は見えていることが重要なので、進行したらその都度、眼鏡を作り直せばよい

⑨「費用の許容度」（経済的側面）
Q. 近視進行抑制治療の多くは「自由診療（保険適用外）」となります。費用についてのご希望はありますか？(最も近いものに1つ〇をつけてください。)
[     ] 費用がかかっても、効果が高いと言われる治療を優先したい
[     ] 月に数千円程度の負担（低濃度アトロピン点眼など）であれば続けられる
[     ] 今回は保険適用の範囲内（通常の眼鏡処方など）で対応したい
⑩「手間・時間」への許容度（ライフスタイル）
Q. 毎日のケアや定期的な通院について、ご家庭でどの程度サポートできそうですか？(最も近いものに1つ〇をつけてください。)
[     ] 親が毎日しっかりサポートできる（コンタクトレンズの洗浄・着脱管理など）
[     ] 子どもが自分でできる範囲、あるいは寝る前の数分程度なら可能
[     ] 習い事などで忙しく、毎日の特別なケアや頻繁な通院は難しい（眼鏡のみ）

⑪「患児本人の性格・許容度」（身体的負担）
Q. お子様は、目に触れること（目薬や診察など）に対してどのような反応を示しますか？(最も近いものに1つ〇をつけてください。)
[     ] 全く問題ない。コンタクトレンズなどの練習もできそう。
[     ] 少し嫌がるかもしれないが、目薬くらいならなんとかできそう。
[     ] 目に触れられることを極度に怖がる・嫌がる。
[bookmark: _Hlk236562295]⑫眼の疾患・アレルギーの状態
Q. 季節でアレルギー性結膜炎がひどくなったり、元々の眼の疾患はありますか？(あてはまるものに〇をつけてください。)
  [     ] アレルギー性結膜炎にはならない。
  [     ] 季節でアレルギー性結膜炎になるがひどい症状までにはならない。
  [     ] アレルギー性結膜炎がひどいのでコンタクトレンズは難しそう。
　[     ] 元々の眼の疾患(重度のドライアイ、角膜感染症など)がある。

[bookmark: _Hlk236562694]⑬眼鏡やコンタクトレンズの装用時間
Q. 毎日朝から12時間以上、眼鏡を装用したりコンタクトレンズを装用することは可能ですか？(あてはまるものに1つ〇をつけてください。)
[     ] はい(毎日、長時間の適切な装用が可能)
[     ] いいえ(日中の長時間の装用や朝からのコンタクトレンズ装用は難しい)

⑭日中の過ごし方
Q. 日中は眼鏡なし(裸眼)で生活したいですか？(あてはまるものに1つ〇をつけてください。)
[     ] 日中は眼鏡なし(裸眼)で生活したい。
[     ] 眼鏡ありの生活でも構わない。
[     ] どちらでもよい。
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